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定
時
総
会
は
５
月
24
日
｟
金
｠
に
サ
ン
・

ア
ル
プ
ス
大
町
に
お
い
て
、
会
員
68
名
｟
委

任
状
出
席
３
１
０
名
｠
の
出
席
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
川
本
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
シ
ル

バ
ー
事
業
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

会
員
が
安
全
な
環
境
の
中
で
明
る
く
楽
し
く

安
心
し
て
働
く
こ
と
。
事
故
は
一
瞬
の
気
の

緩
み
か
ら
起
こ
る
。
楽
し
い
就
業
の
場
と
大

切
な
命
を
事
故
で
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
各

自
が
日
々
気
を
つ
け
て
長
く
生
き
が
い
を

も
っ
て
働
い
て
ほ
し
い
。
」
ま
た
、
４
期
８
年

間
務
め
た
理
事
長
職
の
退
任
に
あ
た
り
、
会

員
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
池
田
地
区
の
中
山
博

氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
理
事
及
び
監
事
の
選

任
が
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
理

事
長
に
有
賀
奬
氏
、
新
副
理
事
長
に
倉
科
栄

司
氏
、
専
務
理
事
に
北
沢
一
人
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
、
知
識
、
技
能
を
活
か
し
、「
自
主･

自
立･

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、

入
会
説
明
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

入
会
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
本
所
｟
大
町
｠
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
各
事
務
所
の
連
絡
先
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
＊
大
町
事
務
所
　
２
２‐

２
４
４
５

　
＊
池
田
事
務
所
　
６
２‐

８
０
４
５

　
＊
松
川
事
務
所
　
６
１‐

１
４
０
１

　
＊
白
馬
事
務
所
　
７
２‐

８
２
２
０

　
＊
小
谷
事
務
所
　
８
２‐

２
４
３
０
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会
員
募
集
中

配分金の支払日

　
例
年
よ
り
二
週
間
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま

し
た
が
、
世
界
的
な
異
常
気
象
の
影
響
も
あ
り

今
年
は
猛
暑
の
夏
に
な
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
適
度
の
休
憩
と
水
分
補
給
で
熱
中

症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
の
総

会
で
新
し
い
理
事
・
監
事
を
迎
え
て
、
各
委
員

会
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
は
４

名
の
う
ち
２
名
が
交
代
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
二

年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
広
報
へ
の
ご

要
望
・
ご
意
見
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

｟
広
報
委
員
長
　
片
瀬
　
記
｠

編 

集 

後 

記

議  長　 中山　博 氏

（池田）

８
月
分
　
９
月
13
日
｟
金
｠

９
月
分  

10
月
15
日
｟
火
｠

10
月
分
　
11
月
15
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
13
日
｟
金
｠

12
月
分
　
１
月
15
日
｟
水
｠

１
月
分
　
２
月
14
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
14
日
｟
金
｠

８
月
分
　
９
月
30
日
｟
月
｠

９
月
分  

10
月
31
日
｟
木
｠

10
月
分
　
11
月
29
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
27
日
｟
金
｠

12
月
分
　
１
月
31
日
｟
水
｠

１
月
分
　
２
月
28
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
31
日
｟
月
｠

派遣給与の支払日

こんな仕事をお引受けします
きっとお役に立ちます元気な高齢者

技能分野 事務分野 集配・管理
樹木消毒
冬囲い、取りはずし
ふすま、障子張替え
大工仕事、ペンキ塗り
車の運転　など

一般、経理、受付事務
毛筆筆耕、賞状書き
宛名書き　など

　　施設管理
　　駐車場管理
　　宿・日直、集配
水道の検針　など

田畑の草刈　畑耕耘
草取り　作業の補助
葉摘み　収穫　など

除草　清掃
不用品の片付け
雪片付け　など

農作業 屋内・屋外作業 福祉・家事援助
サービス

掃除　洗濯
　留守番　など

シルバー人材センターにご相談ください
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定
時
総
会
に
お
い
て
川
本
前
理
事
長
の

後
を
受
け
継
ぐ
事
と
な
り
ま
し
た
。
何
分

に
も
経
験
が
浅
く
不
肖
の
身
で
あ
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
早
々
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
大
勢

の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
今
な
お

石
川
県
外
に
避
難
す
る
人
は
千
二
百
人
を

超
え
実
態
把
握
や
支
援
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
月
の
後
半
か
ら
３
月
に
か
け

て
は
、
冬
か
ら
夏
が
一
遍
に
来
た
よ
う
な

陽
気
と
な
り
、
５
月
と
６
月
は
真
夏
の
よ

う
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
外
で
は

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
一
向
に
止

む
気
配
が
見
え
ず
、
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ

活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
大
き
な
紛
争
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
国
内
経
済
は
や
や
好
転

の
動
向
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
物
価
高
の
影
響
で
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
改
善
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
む

な
か
企
業
は
労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
就
業
年
齢
の
引
上
げ
や
退
職
者
の
再

雇
用
を
実
施
。
一
昨
年
４
月
に
は
高
齢
者

雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
て
中
小
企
業
に

お
い
て
も
70
歳
ま
で
の
雇
用
の
努
力
義
務

が
課
さ
れ
る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
目
標
で
あ
る
会
員
拡
大
に
関

し
て
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
こ
と
に
60
歳

代
の
会
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
誰
で
も
参
加
で

き
る
組
織
で
あ
り
、
豊
か
な
経
験
と
能
力

を
発
揮
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
、
働
く
喜

び
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化

や
病
気
な
ど
に
よ
る
退
会
者
も
あ
る
た

め
、
一
層
の
新
入
会
員
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様

の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
業
務
の
積
み
重
ね
と
合

わ
せ
新
規
事
業
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
時
間
と
心
に
余
裕
を

持
ち
交
通
事
故
や
就
業
中
に
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
理
事
長
あ
い
さ
つ理事長　 有賀　 奬

新
役
員
紹
介

理 

事 

長
　
有
賀
　
　
奬
　
｟
大
町
｠
再

副
理
事
長
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠
新

専
務
理
事
　
北
沢
　
一
人
　
｟
大
町
｠
再

理
　
　
事
　
滝
澤
　
光
雄
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
﨑
　
榮
介
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

北
澤
　
　
要
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

帯
刀
　
幸
子
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

北
澤
　
德
重
　
｟
八
坂
｠
新

　 

〃
　
　 

片
瀬
　
章
寛
　
｟
池
田
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
本
　
勝
彦
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

土
屋
　
典
久
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

中
島
　
進
策
　
｟
白
馬
｠
新

　 

〃
　
　 

髙
橋
　
正
宏
　
｟
小
谷
｠
再

　 

〃
　
　 

久
保
田
　
肇
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
本
　
瑞
枝
　
｟
池
田
｠
再

監
　
　
事
　
矢
口
　
良
知
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠
新

退
任
役
員
紹
介

理
　
　
事
　
　
川
本
嘉
瑞
義
　
｟
大
町
｠

　 

〃
　
　
　 

中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠

　 

〃
　 

｟
故
｠
茅
野
　
公
生
　
｟
大
町
｠

　 

〃
　
　
　 

飯
沢
　
　
要
　
｟
美
麻
｠

　 

〃
　
　
　 

鎌
倉
　
茂
樹
　
｟
白
馬
｠

監
　
　
事
　
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠

有賀理事長
倉科

副理事長
北沢

専務理事滝澤理事宮﨑理事北澤要理事

帯刀理事
北澤徳重

理事
片瀬理事土屋理事宮本理事中島理事宮本理事矢口監事中嶋監事

髙橋理事
久保田
理事

役  

員  

表  

彰

　
表
彰
規
定
に
よ
り
、
２
期
以
上
に
わ
た
り

セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
事
業
の
発
展
に
寄

与
し
、
そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
に
は
川
本
前
理
事
長
、
鎌
倉
前
理

事
の
２
名
が
出
席
さ
れ
、
有
賀
新
理
事
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
川
本
　
嘉
瑞
義
　
様

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
４
期
８
年

｟
故
｠
茅
野
　
公
生
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
４
期
８
年

　
鎌
倉
　
茂
樹
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
２
期
４
年右 ：謝辞を述べる川本前理事長

左 ：鎌倉茂樹前理事

令
和
５
年
度
　

事
業
報
告

令
和
６
年
度

　
事

業

計

画

　
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
社
会

経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
う
え
で
高
齢
者

の
就
労
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
人

口
は
減
少
し
て
お
り
、
企
業
の
70
歳
ま
で

の
就
業
確
保
措
置
努
力
義
務
化
の
進
行
に

よ
り
会
員
の
確
保
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
開
始
に
伴
い
厚
労

省
が
示
す
契
約
方
法
の
見
直
し
は
、
セ
ン

タ
ー
と
会
員
と
の
間
に
新
た
な
事
務
手
続

き
が
発
生
す
る
。
事
務
の
効
率
化
が
不
可

欠
と
な
る
た
め
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

 

実

施

計

画

①
安
全
就
業
の
徹
底
・
適
正
就
業
の
推
進
。

「
危
険
ゼ
ロ
」「
事
故
ゼ
ロ
」

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
会
員
拡
大
と
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
。

新
型
コ
ロ
ナ
前
の
会
員
数
へ
の
回
復
を

目
指
す
。

④
組
織
体
制
の
充
実
強
化
。
会
員
の
自
主

的
、
主
体
的
な
運
営
に
向
け
、
組
織
活

動
へ
の
積
極
的
参
画
に
よ
る
連
帯
や
親

睦
交
流
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

　
事
業
実
績
は
、
契
約
金
額
３
億
４
９
９
万

円
余
、
前
年
度
比
５
５
１
万
９
千
円
余
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
数
は
、
前
年
よ
り
22
名
減
少

し
５
４
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

令和５年度事業実績

１、会員登録数　　５４９名　 前年度比９６.１％（２２名減）

２、事業実績　　　　　　　　　           　（前年度比）

　　契約金額　　　３０４,９８７,９０６円（１０１.８％）

　　・公　　共　　１１５,２１１,６２２円（１０５.８％）

　　・民間事業所　１１０,１０３,２０８円（　９５.９％）

　　・一般家庭　　  ５５,３４３,０９８円（１０３.３％）

　　・派　　遣　　　２４,３２９,９７８円（１０９.５％）

　　就業延日人員　　　　　 ５３,１３２人（　９６.７％）

　　就 業 率　　　　　　　　　 ８２.５％（　９８.９％）

地区別会員数並びに契約金額実績 令和６年３月末

地区名 会員数
契　約　金　額　（単位：円）

令和４年度 令和５年度 増　減　額 前年対比（％）

大　町 ２２３人 １０６,０２７,５３８ １１２,８４０,３７２ 　６,８１２,８３４ １０６.４

池　田 １１５人 ８７,４６４,８０９ ８４,５６６,７２７ △２,８９８,０８２ 　９６.７

松　川 １４０人 ７３,４７８,５８４ ７１,７９２,５２９ △１,６８６,０５５ 　９７.７

白　馬 ５８人 ２７,５６９,３６７ ３０,９２５,６９４ ３,３５６,３２７ １１２.２

小　谷 １３人 ４,９２７,７４７ 　　４,８６２,５８４ 　△６５,１６３ 　９８.７

計 ５４９人 ２９９,４６８,０４５ ３０４,９８７,９０６ 　５,５１９,８６１ １０１.８
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北アルプス　シルバーだより

　
定
時
総
会
に
お
い
て
川
本
前
理
事
長
の

後
を
受
け
継
ぐ
事
と
な
り
ま
し
た
。
何
分

に
も
経
験
が
浅
く
不
肖
の
身
で
あ
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
早
々
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
大
勢

の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
今
な
お

石
川
県
外
に
避
難
す
る
人
は
千
二
百
人
を

超
え
実
態
把
握
や
支
援
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
月
の
後
半
か
ら
３
月
に
か
け

て
は
、
冬
か
ら
夏
が
一
遍
に
来
た
よ
う
な

陽
気
と
な
り
、
５
月
と
６
月
は
真
夏
の
よ

う
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
外
で
は

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
一
向
に
止

む
気
配
が
見
え
ず
、
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ

活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
大
き
な
紛
争
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
国
内
経
済
は
や
や
好
転

の
動
向
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
物
価
高
の
影
響
で
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
改
善
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
む

な
か
企
業
は
労
働
力
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
就
業
年
齢
の
引
上
げ
や
退
職
者
の
再

雇
用
を
実
施
。
一
昨
年
４
月
に
は
高
齢
者

雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
て
中
小
企
業
に

お
い
て
も
70
歳
ま
で
の
雇
用
の
努
力
義
務

が
課
さ
れ
る
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
基
本
目
標
で
あ
る
会
員
拡
大
に
関

し
て
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
こ
と
に
60
歳

代
の
会
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
誰
で
も
参
加
で

き
る
組
織
で
あ
り
、
豊
か
な
経
験
と
能
力

を
発
揮
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
、
働
く
喜

び
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化

や
病
気
な
ど
に
よ
る
退
会
者
も
あ
る
た

め
、
一
層
の
新
入
会
員
の
増
加
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
様

の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
業
務
の
積
み
重
ね
と
合

わ
せ
新
規
事
業
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
時
間
と
心
に
余
裕
を

持
ち
交
通
事
故
や
就
業
中
に
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
理
事
長
あ
い
さ
つ理事長　 有賀　 奬

新
役
員
紹
介

理 

事 

長
　
有
賀
　
　
奬
　
｟
大
町
｠
再

副
理
事
長
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠
新

専
務
理
事
　
北
沢
　
一
人
　
｟
大
町
｠
再

理
　
　
事
　
滝
澤
　
光
雄
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
﨑
　
榮
介
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

北
澤
　
　
要
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

帯
刀
　
幸
子
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

北
澤
　
德
重
　
｟
八
坂
｠
新

　 

〃
　
　 

片
瀬
　
章
寛
　
｟
池
田
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
本
　
勝
彦
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

土
屋
　
典
久
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

中
島
　
進
策
　
｟
白
馬
｠
新

　 

〃
　
　 

髙
橋
　
正
宏
　
｟
小
谷
｠
再

　 

〃
　
　 

久
保
田
　
肇
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
本
　
瑞
枝
　
｟
池
田
｠
再

監
　
　
事
　
矢
口
　
良
知
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠
新

退
任
役
員
紹
介

理
　
　
事
　
　
川
本
嘉
瑞
義
　
｟
大
町
｠

　 

〃
　
　
　 

中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠

　 

〃
　 

｟
故
｠
茅
野
　
公
生
　
｟
大
町
｠

　 

〃
　
　
　 

飯
沢
　
　
要
　
｟
美
麻
｠

　 

〃
　
　
　 

鎌
倉
　
茂
樹
　
｟
白
馬
｠

監
　
　
事
　
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠

有賀理事長
倉科

副理事長
北沢

専務理事滝澤理事宮﨑理事北澤要理事

帯刀理事
北澤徳重

理事
片瀬理事土屋理事宮本理事中島理事宮本理事矢口監事中嶋監事

髙橋理事
久保田
理事

役  

員  

表  

彰

　
表
彰
規
定
に
よ
り
、
２
期
以
上
に
わ
た
り

セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
事
業
の
発
展
に
寄

与
し
、
そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方
々
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
に
は
川
本
前
理
事
長
、
鎌
倉
前
理

事
の
２
名
が
出
席
さ
れ
、
有
賀
新
理
事
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
川
本
　
嘉
瑞
義
　
様

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
４
期
８
年

｟
故
｠
茅
野
　
公
生
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
４
期
８
年

　
鎌
倉
　
茂
樹
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
２
期
４
年右 ：謝辞を述べる川本前理事長

左 ：鎌倉茂樹前理事

令
和
５
年
度
　

事
業
報
告

令
和
６
年
度

　
事

業

計

画

　
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
社
会

経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
う
え
で
高
齢
者

の
就
労
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
人

口
は
減
少
し
て
お
り
、
企
業
の
70
歳
ま
で

の
就
業
確
保
措
置
努
力
義
務
化
の
進
行
に

よ
り
会
員
の
確
保
が
さ
ら
に
困
難
に
な
る

も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
開
始
に
伴
い
厚
労

省
が
示
す
契
約
方
法
の
見
直
し
は
、
セ
ン

タ
ー
と
会
員
と
の
間
に
新
た
な
事
務
手
続

き
が
発
生
す
る
。
事
務
の
効
率
化
が
不
可

欠
と
な
る
た
め
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

 

実

施

計

画

①
安
全
就
業
の
徹
底
・
適
正
就
業
の
推
進
。

「
危
険
ゼ
ロ
」「
事
故
ゼ
ロ
」

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
会
員
拡
大
と
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
。

新
型
コ
ロ
ナ
前
の
会
員
数
へ
の
回
復
を

目
指
す
。

④
組
織
体
制
の
充
実
強
化
。
会
員
の
自
主

的
、
主
体
的
な
運
営
に
向
け
、
組
織
活

動
へ
の
積
極
的
参
画
に
よ
る
連
帯
や
親

睦
交
流
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
。

　
事
業
実
績
は
、
契
約
金
額
３
億
４
９
９
万

円
余
、
前
年
度
比
５
５
１
万
９
千
円
余
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
数
は
、
前
年
よ
り
22
名
減
少

し
５
４
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

令和５年度事業実績

１、会員登録数　　５４９名　 前年度比９６.１％（２２名減）

２、事業実績　　　　　　　　　           　（前年度比）

　　契約金額　　　３０４,９８７,９０６円（１０１.８％）

　　・公　　共　　１１５,２１１,６２２円（１０５.８％）

　　・民間事業所　１１０,１０３,２０８円（　９５.９％）

　　・一般家庭　　  ５５,３４３,０９８円（１０３.３％）

　　・派　　遣　　　２４,３２９,９７８円（１０９.５％）

　　就業延日人員　　　　　 ５３,１３２人（　９６.７％）

　　就 業 率　　　　　　　　　 ８２.５％（　９８.９％）

地区別会員数並びに契約金額実績 令和６年３月末

地区名 会員数
契　約　金　額　（単位：円）

令和４年度 令和５年度 増　減　額 前年対比（％）

大　町 ２２３人 １０６,０２７,５３８ １１２,８４０,３７２ 　６,８１２,８３４ １０６.４

池　田 １１５人 ８７,４６４,８０９ ８４,５６６,７２７ △２,８９８,０８２ 　９６.７

松　川 １４０人 ７３,４７８,５８４ ７１,７９２,５２９ △１,６８６,０５５ 　９７.７

白　馬 ５８人 ２７,５６９,３６７ ３０,９２５,６９４ ３,３５６,３２７ １１２.２

小　谷 １３人 ４,９２７,７４７ 　　４,８６２,５８４ 　△６５,１６３ 　９８.７

計 ５４９人 ２９９,４６８,０４５ ３０４,９８７,９０６ 　５,５１９,８６１ １０１.８
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専
門
委
員
会
委
員
紹
介

● 

総
務
委
員
会

　
委
員
長
　
　
滝
澤
　
光
雄
　｟
大
町
｠

　
副
委
員
長
　
土
屋
　
典
久
　｟
松
川
｠

　
委
　
員
　
　
帯
刀
　
幸
子
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
　
〃
　
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
片
瀬
　
章
寛
　｟
池
田
｠

● 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
委
員
長
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
副
委
員
長
　
宮
本
　
勝
彦
　｟
松
川
｠

　
委
　
員
　
　
北
澤
　
德
重
　｟
八
坂
｠

　
　
〃
　
　
　
山
田
　
繁
男
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
降
籏
今
朝
登
　｟
池
田
｠

　
　
〃
　
　
　
佐
々
木
利
夫
　｟
松
川
｠

　
　
〃
　
　
　
荻
澤
津
代
志
　｟
小
谷
｠

● 

就
業
開
拓
委
員
会

　
委
員
長
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
副
委
員
長
　
中
島
　
進
策
　｟
白
馬
｠

　
委
　
員
　
　
田
中
　
一
康
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
小
田
切
　
隆
　｟
池
田
｠

　
　
〃
　
　
　
荒
井
　
道
雄
　｟
松
川
｠

　
　
〃
　
　
　
鎌
倉
　
茂
樹
　｟
白
馬
｠

● 

広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
　
片
瀬
　
章
寛
　｟
池
田
｠

　
副
委
員
長
　
宮
﨑
　
榮
介
　｟
大
町
｠

　
委
　
員
　
　
若
松
　
成
光
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
有
川
　
冷
子
　｟
松
川
｠

い
つ
ま
で
も

　働
く
喜
び

　無
事
故
か
ら

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
日
頃
か
ら
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体
調

に
気
を
配
る
。
朝
食
抜
き
は
禁
物

②
作
業
前
・
作
業
中
・
休
憩
時
に
水
分
を

こ
ま
め
に
と
る
。
大
量
に
汗
を
か
く
場

合
は
、
塩
分
も
と
る
。

③
就
業
場
所
の
風
通
し
に
配
慮
す
る
。

④
服
装
は
、
通
気
性
の
良
い
も
の
を
身
に

つ
け
、
高
温
下
で
は
頭
部
や
首
筋
に
冷

や
し
た
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
屋
外
で

は
帽
子
を
か
ぶ
る
。

⑤
冷
房
の
あ
る
施
設
や
日
陰
な
ど
の
涼
し

い
場
所
で
休
憩
を
十
分
に
と
る
。

⑥
屋
外
で
の
単
独
作
業
の
場
合
は
、
定
期

的
に
連
絡
を
取
る
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

涼しい場所に移動し、衣類を緩め、安静に寝

かせる。

冷たい風をあて体を冷やす。（脇の下、鼠径部）

水分を少しずつこまめにとらせる。

熱中症の応急手当

事
務
局
職
員
紹
介

事

務

局

長
　 

北
　
沢
　
一
　
人

庶

務

担

当
　 

鈴
　
木
　
舞
　
子

総

務

担

当
　 

佐
　
藤
　
久
　
美

安
全
推
進
員
　 

川
　
上
　
　
　
穣

大
町
事
務
所
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

退 

職 

職 

員

　
10
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ
、
地
域
へ
の
感
謝
を

こ
め
て
、
各
地
区
に
お
い
て
公
共
施
設
等
で
社

会
奉
仕
活
動
と
懇
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
仲
間
と
の
交
流
の
機
会
で
す
の
で
多
く

の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

奉
仕
活
動
へ
の
参
加
を

令和６年６月１日付

 総務担当　佐藤　久美

　
令
和
６
年
度
会
員
互
助
会
総
会

は
、
５
月
24
日
、
定
時
総
会
に
引

き
続
き
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
林
操
｟
八
坂
｠
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
大
町
地

区
の
清
水
一
弘
氏
を
選
出
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

互助会だより

　
本
年
度
は
11
月
12
日
｟
火
｠
～
13
日
｟
木
｠

に
一
泊
二
日
の
日
程
で
計
画
し
ま
し
た
。

個
人
負
担
額
は
お
お
よ
そ
２
万
８
千
円
で

す
。
以
前
に
比
べ
ホ
テ
ル
や
バ
ス
の
料
金

等
が
軒
並
み
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　
１
日
目
は
新
潟
ふ
る
さ
と
村
、
酒
造
リ

互
助
会
総
会

　
議
案
と
し
て
令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
が
報
告
と
し
て
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
・
報
告
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ゾ
ー
ト
を
見
学
し
、
瀬
波
温
泉
に
宿
泊
し

ま
す
。
２
日
目
は
三
条
燕
、
弥
彦
神
社
、

寺
泊
を
経
て
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

　
詳
細
な
行
程
は
８
月
下
旬
の
参
加
募
集

に
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
大
勢
の
会
員
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
親
睦
旅
行

新
潟  

瀬
波
温
泉
へ
の
旅

地域班の役割と活動
　会員は地域班に入り、会員又は役員として積極的に活動に参加し、

シルバー人材センター及び互助会の運営を担うことが基本です。

　地域の会員同士が助け合う、共働・共助が不可欠となります。

　地域班の活動への参加とご協力をお願いします。

地域班編成と班長名簿

地区 地区委員長 班　長　名

第１ 有賀　　奬
１西沢　　徹　２酒井　正晴　３若松　成光

４小柳弥寿光　５北村　　功

第２ 滝澤　光雄 １宮澤　一弘　２松下　敦盛　３小林　育雄

第３ 宮﨑　榮介
１高橋　四郎　２坂井　靖洋　３北條　邦男

４鈴木　澄雄

平 北澤　　要
１宇海　泉市　２勝野　　清　３矢口　良知

４宮坂　忠男

常盤 帯刀　幸子
１奥原　満広　２川原　　悟　３降籏　千明

４山田　繁男　５帯刀　幸子

美麻

八坂
北澤　德重 １飯沢　　要　２小林　博一　３降籏　興平

池田 倉科　栄司
１眞島　昇平　２中山　　博　３松島　輝行

４下條　義貞　５倉科　栄司

会染 片瀬　章寛
１縣　　　勲　２片瀬　章寛　３榛葉　　功

４丸山　壽男　５高山　　鈞

南 土屋　典久
１中山　正雄　２吉澤　忠男　３棚瀬　孝士

４坂井　將夫　５佐々木利夫　６有賀　　昇

北 宮本　勝彦
１荒井　道雄　２髙橋　仲二　３須澤　文明

４加藤　常時　５曽根原　悟　６村山千恵子

神城
中島　進策

１鎌倉　茂樹　２武田　宗久

北城 １松澤　茂徳　２山田　明雄　３池田　和良

小谷 髙橋　正宏 １見田　光雄　２中川　敏子
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専
門
委
員
会
委
員
紹
介

● 

総
務
委
員
会

　
委
員
長
　
　
滝
澤
　
光
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　｟
大
町
｠

　
副
委
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土
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松
川
｠

　
委
　
員
　
　
帯
刀
　
幸
子
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
　
〃
　
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
片
瀬
　
章
寛
　｟
池
田
｠

● 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
委
員
長
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
副
委
員
長
　
宮
本
　
勝
彦
　｟
松
川
｠

　
委
　
員
　
　
北
澤
　
德
重
　｟
八
坂
｠

　
　
〃
　
　
　
山
田
　
繁
男
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
降
籏
今
朝
登
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池
田
｠

　
　
〃
　
　
　
佐
々
木
利
夫
　｟
松
川
｠

　
　
〃
　
　
　
荻
澤
津
代
志
　｟
小
谷
｠

● 

就
業
開
拓
委
員
会

　
委
員
長
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
副
委
員
長
　
中
島
　
進
策
　｟
白
馬
｠

　
委
　
員
　
　
田
中
　
一
康
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
小
田
切
　
隆
　｟
池
田
｠

　
　
〃
　
　
　
荒
井
　
道
雄
　｟
松
川
｠

　
　
〃
　
　
　
鎌
倉
　
茂
樹
　｟
白
馬
｠

● 

広
報
委
員
会

　
委
員
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片
瀬
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寛
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池
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｠

　
副
委
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﨑
　
榮
介
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｠

　
委
　
員
　
　
若
松
　
成
光
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
有
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冷
子
　｟
松
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｠

い
つ
ま
で
も

　働
く
喜
び

　無
事
故
か
ら

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
日
頃
か
ら
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体
調

に
気
を
配
る
。
朝
食
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は
禁
物

②
作
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前
・
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中
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憩
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と
る
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大
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は
、
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と
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。
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。

④
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り
、
屋
外
で
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ぶ
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。
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憩
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と
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。
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独
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普
及

啓
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進
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間
に
合
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せ
、
地
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へ
の
感
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を

こ
め
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、
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地
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に
お
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て
公
共
施
設
等
で
社

会
奉
仕
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と
懇
談
会
を
予
定
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て
い
ま
す
。

地
域
の
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間
と
の
交
流
の
機
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で
す
の
で
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く

の
方
の
参
加
を
お
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。
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活
動
へ
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参
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を
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 総務担当　佐藤　久美

　
令
和
６
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度
会
員
互
助
会
総
会

は
、
５
月
24
日
、
定
時
総
会
に
引

き
続
き
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
林
操
｟
八
坂
｠
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
大
町
地

区
の
清
水
一
弘
氏
を
選
出
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

互助会だより

　
本
年
度
は
11
月
12
日
｟
火
｠
～
13
日
｟
木
｠

に
一
泊
二
日
の
日
程
で
計
画
し
ま
し
た
。

個
人
負
担
額
は
お
お
よ
そ
２
万
８
千
円
で

す
。
以
前
に
比
べ
ホ
テ
ル
や
バ
ス
の
料
金

等
が
軒
並
み
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　
１
日
目
は
新
潟
ふ
る
さ
と
村
、
酒
造
リ

互
助
会
総
会

　
議
案
と
し
て
令
和
５
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
が
報
告
と
し
て
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
の
議
案
・
報
告
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ゾ
ー
ト
を
見
学
し
、
瀬
波
温
泉
に
宿
泊
し

ま
す
。
２
日
目
は
三
条
燕
、
弥
彦
神
社
、

寺
泊
を
経
て
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

　
詳
細
な
行
程
は
８
月
下
旬
の
参
加
募
集

に
合
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せ
て
お
知
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せ
し
ま
す
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お
誘
い
合
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せ
の
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、
大
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の
会
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の

参
加
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い
ま
す
。

会
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旅

地域班の役割と活動
　会員は地域班に入り、会員又は役員として積極的に活動に参加し、

シルバー人材センター及び互助会の運営を担うことが基本です。

　地域の会員同士が助け合う、共働・共助が不可欠となります。

　地域班の活動への参加とご協力をお願いします。

地域班編成と班長名簿

地区 地区委員長 班　長　名

第１ 有賀　　奬
１西沢　　徹　２酒井　正晴　３若松　成光

４小柳弥寿光　５北村　　功

第２ 滝澤　光雄 １宮澤　一弘　２松下　敦盛　３小林　育雄

第３ 宮﨑　榮介
１高橋　四郎　２坂井　靖洋　３北條　邦男

４鈴木　澄雄

平 北澤　　要
１宇海　泉市　２勝野　　清　３矢口　良知

４宮坂　忠男

常盤 帯刀　幸子
１奥原　満広　２川原　　悟　３降籏　千明

４山田　繁男　５帯刀　幸子

美麻

八坂
北澤　德重 １飯沢　　要　２小林　博一　３降籏　興平

池田 倉科　栄司
１眞島　昇平　２中山　　博　３松島　輝行

４下條　義貞　５倉科　栄司

会染 片瀬　章寛
１縣　　　勲　２片瀬　章寛　３榛葉　　功

４丸山　壽男　５高山　　鈞

南 土屋　典久
１中山　正雄　２吉澤　忠男　３棚瀬　孝士

４坂井　將夫　５佐々木利夫　６有賀　　昇

北 宮本　勝彦
１荒井　道雄　２髙橋　仲二　３須澤　文明

４加藤　常時　５曽根原　悟　６村山千恵子

神城
中島　進策

１鎌倉　茂樹　２武田　宗久

北城 １松澤　茂徳　２山田　明雄　３池田　和良

小谷 髙橋　正宏 １見田　光雄　２中川　敏子
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定
時
総
会
は
５
月
24
日
｟
金
｠
に
サ
ン
・

ア
ル
プ
ス
大
町
に
お
い
て
、
会
員
68
名
｟
委

任
状
出
席
３
１
０
名
｠
の
出
席
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
川
本
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
シ
ル

バ
ー
事
業
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

会
員
が
安
全
な
環
境
の
中
で
明
る
く
楽
し
く

安
心
し
て
働
く
こ
と
。
事
故
は
一
瞬
の
気
の

緩
み
か
ら
起
こ
る
。
楽
し
い
就
業
の
場
と
大

切
な
命
を
事
故
で
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
各

自
が
日
々
気
を
つ
け
て
長
く
生
き
が
い
を

も
っ
て
働
い
て
ほ
し
い
。
」
ま
た
、
４
期
８
年

間
務
め
た
理
事
長
職
の
退
任
に
あ
た
り
、
会

員
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
池
田
地
区
の
中
山
博

氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
理
事
及
び
監
事
の
選

任
が
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
新
理

事
長
に
有
賀
奬
氏
、
新
副
理
事
長
に
倉
科
栄

司
氏
、
専
務
理
事
に
北
沢
一
人
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経

験
、
知
識
、
技
能
を
活
か
し
、「
自
主･

自
立･

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
、

働
く
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
役
立

つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、

入
会
説
明
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

入
会
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
本
所
｟
大
町
｠
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
各
事
務
所
の
連
絡
先
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
＊
大
町
事
務
所
　
２
２‐

２
４
４
５

　
＊
池
田
事
務
所
　
６
２‐

８
０
４
５

　
＊
松
川
事
務
所
　
６
１‐

１
４
０
１

　
＊
白
馬
事
務
所
　
７
２‐

８
２
２
０

　
＊
小
谷
事
務
所
　
８
２‐

２
４
３
０

北アルプス

シルバーだより
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令和６年度

会
員
募
集
中

配分金の支払日

　
例
年
よ
り
二
週
間
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま

し
た
が
、
世
界
的
な
異
常
気
象
の
影
響
も
あ
り

今
年
は
猛
暑
の
夏
に
な
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
適
度
の
休
憩
と
水
分
補
給
で
熱
中

症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
の
総

会
で
新
し
い
理
事
・
監
事
を
迎
え
て
、
各
委
員

会
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
は
４

名
の
う
ち
２
名
が
交
代
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
二

年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
広
報
へ
の
ご

要
望
・
ご
意
見
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

｟
広
報
委
員
長
　
片
瀬
　
記
｠

編 

集 

後 

記

議  長　 中山　博 氏

（池田）

８
月
分
　
９
月
13
日
｟
金
｠

９
月
分  

10
月
15
日
｟
火
｠

10
月
分
　
11
月
15
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
13
日
｟
金
｠

12
月
分
　
１
月
15
日
｟
水
｠

１
月
分
　
２
月
14
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
14
日
｟
金
｠

８
月
分
　
９
月
30
日
｟
月
｠

９
月
分  

10
月
31
日
｟
木
｠

10
月
分
　
11
月
29
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
27
日
｟
金
｠

12
月
分
　
１
月
31
日
｟
水
｠

１
月
分
　
２
月
28
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
31
日
｟
月
｠

派遣給与の支払日

こんな仕事をお引受けします
きっとお役に立ちます元気な高齢者

技能分野 事務分野 集配・管理
樹木消毒
冬囲い、取りはずし
ふすま、障子張替え
大工仕事、ペンキ塗り
車の運転　など

一般、経理、受付事務
毛筆筆耕、賞状書き
宛名書き　など

　　施設管理
　　駐車場管理
　　宿・日直、集配
水道の検針　など

田畑の草刈　畑耕耘
草取り　作業の補助
葉摘み　収穫　など

除草　清掃
不用品の片付け
雪片付け　など

農作業 屋内・屋外作業 福祉・家事援助
サービス

掃除　洗濯
　留守番　など

シルバー人材センターにご相談ください


